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安全、サスティナビリティ、競争力を追求する確固たる決意
Ovakoは、先行きが不透明な状況においても、ゆるぎな
い決意をもって、安全性の向上、CO2排出の削減、そして
競争力強化に向けた取り組みを推進するとともに、山陽特
殊製鋼、日本製鉄とのシナジーを発揮し、更なる進歩を目
指します。

事故のない職場を目指して
何事にも優先すべき課題であるとの認識のもと、積極的に
日々の安全活動を継続しています。Ovakoは、休業災害
発生率（LTIFR）が2015年から95%減少し、今では欧州の
中で最も安全な鉄鋼メーカーのひとつとなりましたが、こ
れからも決して油断することなく、常に安全を最優先事項
として取り組みを続けていきます。

足元のビジネス環境
欧州の特殊鋼需要は、2022年3月頃をピークに減少傾向
が続いていますが、エネルギーサーチャージなどを導入す
るとともに、マージンを重視した価格政策により、比較的
高い収益を維持しています。需要も今後緩やかに回復し
ていく、と考えています。

スウェーデンの鉄鋼史に残る新たな一歩
2023年9月5日に、Hofors工場でスウェーデン最大のカー
ボンフリー水素プラントが立ち上がりました。我々は、圧
延前鋼材の加熱に水素を用いる世界で最初の鉄鋼メーカー
となります。世界中の鉄鋼メーカーがCO2排出量を大きく
削減できる可能性を拓いたこの取り組みは、スウェーデン
の鉄鋼史に残る新たな一歩となりました。

サスティナビリティへのあくなき追求
Ovakoは既にCO2排出量を2015年比で58%という大幅
な削減を実現しており、2030年までに80%削減するとい
う野心的な目標を掲げています。こうしたOvakoの取り
組みを日々支えている多くの社員に感謝するとともに、全
てのステークホルダーの皆様と、より持続可能な未来の創
造に向けて、取り組みを強化してまいります。

SSMIは、インド製造業とりわけ特殊鋼業界における自社
のポジショニングを戦略的に活かし、インド国内および海外
の高級特殊鋼需要の捕捉に注力するとともに、山陽特殊製鋼
や日本製鉄の各グループ企業と協働し、競争力の強化とグ
ループシナジーの最大化を図っています。

特に、インド国内の経済成長や環境保全、社会面における
自社の役割を重視し、環境や社会に対する責任を果たし持続
可能な成長を目指す取り組みを推進しています。

（持続可能な成長に向けた主な取り組み）
気候変動問題への対応

気候変動緩和への先駆的な役割を果たすべく、2030年ま
でにCO2排出原単位を2016年度比で40%削減し、2050
年までのカーボンニュートラルを目指すという意欲的な目
標を掲げ、SBTイニシアティブの認定を受けています。

再生可能エネルギーの導入
カーボンフットプリントおよび化石燃料をはじめとする非
再生可能資源への依存を減らすために、再生可能エネル
ギーへの転換を推進しています。

天然ガスへの燃料転換
効率的な操業を維持しつつCO2排出量を削減していくた
めに、従来の燃料油から、よりクリーンで効率的な天然ガ
スへの燃料転換を推進しています。

エネルギー効率の向上
エネルギー効率の高いプロセスを継続的に導入し、製造コ
スト削減と環境負荷の最小化を図っています。

資源循環
積極的に資源効率を高めるとともに、循環型経済の原則を
重視しバリューチェーン全体の廃棄物の最小化に取り組ん
でいます。

クリーンエネルギー拡大に向けた協働
Tata Power Renewable Energyグループと提携し、太
陽光発電によるクリーンエネルギー拡大に向けた取り組み
に積極的に関与するとともに、特殊鋼製造におけるCO2排
出削減に取り組んでいます。

SSMIは、より持続可能で豊かな未来を築くためには自社
の行動が重要であることを認識し、経済、環境、社会への責
任を事業戦略の中心と位置づけ、ステークホルダーの皆様と
協働して持続的な成長と地球や社会に良い影響を継続的にも
たらすことを目指します。

6

世界中の特殊鋼ニーズに対応するグローバルネットワーク

山陽特殊製鋼グループは、日本、欧州、インドに特殊
鋼の一貫製造拠点を構え、世界３極体制で世界各地の特
殊鋼ニーズに対応しています。また、自動車の成長市場
に素形材事業によるサプライチェーンを構築し、グロー
バルに事業を展開するお客様の現地調達ニーズに対応し
ています。これらのグローバルネットワークを駆使して
中長期的に拡大するグローバルな特殊鋼需要を着実に捕
捉し、世界中のお客様に高品質の特殊鋼製品を安定的に
供給することで、グループの利益成長と企業価値の向上
を図ってまいります。
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